
[ 概要 ]

 ペーロン1隻に26～28名が乗り込みます。ペーロン保存会スタッフが、

レース前に漕ぎ方などの指導を行います。

 波静かな大村湾での体験ペーロンは、大好評です。

⾧崎県⾧与町大村湾内⾧与港（西側埋立地）

期間：4月～7月 / 時間：8時30分～17時30分（1時間半～2時間）

一艇 20名～28名（最大5艇まで）

要予約 1ヶ月前までに

バス 10台

男・女更衣室完備（⾧与町海洋スポーツ交流館）

⾧与町斉藤郷８４１番地５ 地内

男・女・車椅子用水洗トイレ完備（⾧与町海洋スポーツ交流館）

有料

⾧与町ペーロン保存会

体験する生徒・先生１人につき料金がかかります。

ペーロン保存会より郵送にて後日請求いたします。

・体験日の３日前：３０％

・体験日の前日：５０％

・体験日の当日：１００％

※ただし台風、大雨、雷等の気象警報、注意報が発令された場合や

会場の状況により出航不可の場合はと取消料はかかりません。

| 【申し込み・問い合わせ】

⾧与町役場建設産業部産業振興課

〒851-2185  ⾧崎県西彼杵郡⾧与町嬉里郷６５９番地１

電話番号 095-883-1111 FAX 095-883-3337

⾧与町体験ペーロン資料

| 【体験料金】

※キャンセル料

| 【トイレ】

| 【シャワー】

| 【受入団体】

| 【体験場所】

| 【利用期間・時間】

| 【利用可能人数】

| 【予約】

| 【駐車場】

| 【更衣室】



人数は？
 1艇につき20名以上28名以下（漕ぎ手26名）

※銅鑼・太鼓について学校の先生や保存会スタッフでの対応も可能です。

※班編成、レースの進め方等は学校側で決めていただきます。

〇班分けの例（1クラス40名の場合）※3クラス、3艇使用の場合

 1艇20名以上28名以下（漕ぎ手26名）までしか乗船できないので、1組から3組まで1クラスにつ

きそれぞれ13～14名のグループA,B,C班を作ります。

1レース目→1組のA,B班、2組のA,B班、3組のA,B班

2レース目→1組のB,C班、2組のB,C班、3組のB,C班

3レース目→1組のC,A班、2組のC,A班、3組のC,A班

この方法ででレースを行うと1人2回ずつできます。

※舵とりに関しては経験が必要なため、保存会スタッフが行います。

※人数が少ない場合や希望がある場合、学校の先生に参加していただいても結構です。

・服装は半そで、短パン、裸足（学校の体操服で行う学校が多いです。）

・カッパ・水着等を用意する必要は特にありません。

・体験時は必ず備え付けのライフジャケットを着用していただきます。

・1レースあたりの所要時間は約20分程度です。

・コースは往復約500ｍです。

・体験自体の所要時間は100～150名の参加者で2～3レース行って120分程度です。

・ 当日、天候不順の場合は基本的に学校の判断に任せています。
※台風接近ほか大雨や強風、雷等の警報・注意報等が発令された場合や当日の海・風の状況により、ペーロ

ン保存会側で出航不可の決定を行うことがあります。中止の連絡は７時頃になります。

・雨天で実施する場合、簡易的なカッパを持ち込み着用して行う学校が多いです。

・  更衣室として「⾧与町海洋スポーツ交流館」を用意しています。
・トイレ（男2・女5・障害者用1）完備しています。（外からも出入り可能）
・着替えた服等を入れておくカゴも中に準備しています。

・100～120名程度は収容可能です。館内はスライドドアで仕切ることができます。

※人数が多い場合は多くの学校は交流館を女子更衣室として使用し、男子はバスの中で着

替えるなど調整されているようです。
・貴重品の管理については各自で行っていただきます。
・バス等の駐車場については、海洋スポーツ交流館の道路向かい（乗船場所近辺）を利用

できます。（大型バス10台程度は駐車可能）
・会場の⾧与町海洋スポーツ交流館は⾧崎空港から高速を利用して約60分、⾧崎駅から一

般道を利用して約30分です。

船の班分けは？

会場は？

服装は？

雨の時は？

レースは？



体験会場図



会場についたら

保存会より漕ぎ方のレクチャー

があります。

説明後に船に乗り込みます。

乗り込む直前にライフジャケット

を来て頂きます

写真では裸足になっていますが

肌が弱い方などは靴のままで

大丈夫です。



全員が乗り込んだら

レースのスタート位置まで

練習で漕ぎます。

防波堤から湾内に向けて

スタートします。



ブイで折り返して

防波堤まで戻ります。

レース終了後に乗り換えて

工程を繰り返します。


